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Google Meetのボタン

チャットで質問する

ことができます

発言したいときに

押してください

絵文字でリアクションできます

マイクの

オン・オフ

カメラの

オン・オフ



「リスクを極力抑えて、リターンを最大化する」手法を身に付ける
→年利で絶対にマイナスにしない。

→「年利30％」を目指す。
→月2.5％以上のリターン、3ヵ月で7.5％以上のリターンを目指す。

→みらい電卓でシミュレーション

夜カフェの目標



オーナーが一緒にトレードし、『実践の教材』にする

→2026年1月～
→投資予算200万スタート
→楽天証券の特定口座を使用
→LIVEレッスンの時だけ売買（月３回のみ）

オーナーのトレード



ニュースや経済指標をもとに米国市場を分析

　①米国の金融政策（FOMCの動き）

　　

　②米国の国策(トランプ新政権の動き）

　　　

　③大企業の決算・重要ニュース

　　　

１．ファンダメンタルズ分析　米国経済の動向

重要度50％

重要度30％

重要度20％



物価に関する

経済指標

【消費者物価指数】

【PCE物価指数】

経済活動に関する

経済指標

【ISM製造業指数】

【GDP】

雇用に関する

経済指標

【雇用統計】

雇用の悪化経済の減速
現在の

政策金利

3.75-4.00％

政策金融

据え置き・利下げ

(1) 米国の金融政策（FOMC）の動向

インフレ

の減速

重要度

 50％ 

金融政策決定会合

【FOMC】

📈１．小売売上高、個人消費の失速鮮明に

→9月の米小売売上高は前月比0.2％増と小幅な増加

→小売の減速は、経済活動の減速であり、利下げの根拠となる

２．ベージュブック、経済活動ほぼ変わらず

→経済活動はここ数週間ほとんど変化が見られなかった

12/10FOMC

利下げ確率

87.6％

サイトを確認



📈１．トランプ大統領、習国家主席と電話会談
→トランプ大統領は、米中関係は「極めて強固」とし、来年４月に中国を訪問
する招待を受け入れたと明らかにした
→習主席は会談で台湾の「中国への復帰」が戦後国際秩序の重要な構成部分と
いう中国の立場を明確に表明」

(2)米国の国策（トランプ政権）の動向

重要度
 30％ 



１．グーグルのAI半導体、メタが数十億ドルで導入検討
→メタは数十億ドルを投じてグーグルのＡＩ半導体を自社のデータセンターで使用する方
向で同社と協議を進めている
→グーグルは自社開発の半導体「ＴＰＵ」を、エヌビディア製半導体よりも安価な代替品
として売り込んでいる

📈２．アップル、世界首位のスマホメーカーに返り咲きへ
→アップルは、新型iPhoneの好調な売れ行きと消費者の買い替え需要の高まりを背景に、
10年以上ぶりにスマートフォンメーカー世界トップの座を奪還する見通しだ

(3)大企業の決算・NEWS・ﾍｯｼﾞﾌｧﾝﾄﾞの動向

重要度
 20％ 



(3)大企業の決算・NEWS・ﾍｯｼﾞﾌｧﾝﾄﾞの動向

重要度
 20％ 

📈３．JPモルガン、米株に強気転換
→JPモルガン・チェースは、米国株に対する慎重な見方を撤回
→S&P500は2026年末までに現行から11%上昇し、7500に達すると見込んでいる
→堅調な企業収益の伸びやFRBの利下げが追い風になるとしている
→インフレ鈍化でFRBが2回以上金融緩和を実施できれば、8000まで値上がりする可能性
📈３．ゴールドマン、米株市場の12月見通し小幅上昇
→ゴールドマン・サックスは、株式市場のボラティリティーが落ち着き、トレンド追随型
の戦略が買い手に回りつつある中、今後の見通しはより鮮明になってきている
→過去1カ月でS&P500の売り注文は約160億ドル発生し、これが株価下落の一因
→リスク回避の動きがほぼ吸収され、12月見通しは約7340億円の小幅な純買いに転じた



①チャート分析

②市場参加者の動向

③Fear＆Greed Index

２．テクニカル分析



ナスダック総合　週間騰落率

最高値

３週連続で大きく上昇した次の週は
下落しやすいので、一部利確する。

ヘッジファンドは1カ月以内に
買いと利益確定を繰り返す。

最高値から
-6.1％下落

6.84％上昇



【売るタイミング】

週足でRSIが50を割ったらすぐ

に逃げること

割りそうになったら日足で判

断。

週足でMACDが下落している

途中は買ってはいけない

【チャート分析】

ナスダック総合

週足

【チャート分析】

ナスダック総合

週足

【中長期投資家の買いﾀｲﾐﾝｸﾞ】

１年平均線を回復し

RSIが50を回復し

MACDがクロスして上昇

この3つの条件がそろうこと

基本は週足で見るが、行動が遅く

なるので、実際行動するときは日

足でも判断

【10週線】

回復

 【MACD】   

↗：強い　　

→：安定上昇

↘：弱い　　

【RSI】

50以上で

あること

【MACD】

横ばい？

【RSI】

買い優勢へ

中長期：【分岐点】

【40週線】

上昇中

チャートを確認



大口全体
買い

大口投資家の株保有ポジション（金発表）

NAAIM、https://naaim.org/programs/naaim-exposure-index/

機関投資家が売り始め
たときは暴落

ﾍｯｼﾞﾌｧﾝﾄﾞ
買い

大口全体が100％になった
次の週は大きな下落になり
やすいので一部利確する
ﾍｯｼﾞﾌｧﾝﾄﾞが80％を
割れたら売ってくる

自分のﾎﾟｼﾞｼｮﾝは
ﾍｯｼﾞﾌｧﾝﾄﾞに
合わせる

ﾍｯｼﾞﾌｧﾝﾄﾞが
買ってきている



個人投資家のセンチメント（木発表）

https://www.aaii.com/sentimentsurvey

強気＝個人の 株買い 

強気が50％を越えたら最高値が近い

→売りを考えるとき

中立拡大、個人は売り優勢

弱気＝個人の 株売り 

個人投資家は、エヌビディアや

アップル、テスラ、パランティ

アなどの人気銘柄を取引する



Fear＆Greed Index

https://edition.cnn.com/markets/fear-and-greed

FEAR（45未満）：株が弱い、株は売却

GREED（55以上）：株が強い、株は保有

EXTREME FEAR：株が非常に弱い、買い場
買う場合は個別指標の反転を確認してから

NEUTRAL：中立、方向感が無い

EXTREME GREED：株が非常に強い

非常に
弱い

サイトを確認



東証プライム　投資主体別売買推移（木発表）



日経平均　投資主体別売買推移（推定値）

投資の森　https://edition.cnn.com/markets/fear-and-greed

11/17

サイトを確認

https://nikkeiyosoku.com/nikkei/margin/foreigner/


日本の金融政策（日銀の動向）

12/19日銀
利上げ確率：57％へ上昇→株下落

サイトを確認



相場の季節性を考えます。

現状分析を踏まえて、今週の投資

戦略を考えていきます。

３．中期的な見通しと投資戦略



ダウの大統領１年目のシーズナリー

大統領２年目

大統領１年目

大きな流れとしては、４月まで上昇
（黄金の６カ月）

年明けの大きな下落を警戒



最高値の月：12月が最も多い

DJIA・S%P500：1950～、NASDAQ：1971～、Russell:1979～のデータ

12月にピークを
つけることが多い

↓
基本は12月末売り



ヘッジファンドの３ヵ月サイクル

１月上旬　２月中旬　３月下旬

ヘッジファンドの契約の関係でこのようなリズムができやすい。
3月下旬・6月下旬・9月下旬の株が下がりやすい時期に買う
今は12月前半：ヘッジファンドの利益確定が出やすい時期

　【安易に買ってはいけない時期・利益確定をしていく時期】

４月上旬　５月中旬　６月下旬 10月上旬　11月中旬　12月下旬７月上旬　８月中旬　９月下旬



米国市場　今後の重要イベント

イベント日程は間違っている場合もありますのでご注意ください

LIVEﾚｯｽﾝ
20：45-
21：30

200万

50万売却
残り150万

例

50万売却
残り100万



世界経済見通し

半導体見通し

４．トピックス



IMF（国際通貨基金）とOECD（経済協力開発機構）と世界銀行

が発表。

IMFの世界経済見通しが有名。

参考程度に知っておくことが必要。

世界経済見通し（OECD）12/2発表





世界経済見通し　アメリカ合衆国

実質GDP成長率は、2025年に2%、2026年に1.7%に減速し、2027年には1.9%に
回復すると予測されています。
この減速は、雇用の伸びの継続的な鈍化、純移民の急激な減少、関税引き上げの物
価への転嫁、そして国防以外の裁量的支出の大幅な削減に起因しています。関税の
影響が薄れ、ディスインフレが再開し、連邦政府職員の削減が終了するにつれて、
成長率は潜在成長率に向かって回復すると予測されています。この予測における主
要な下振れリスクは、AIへの投資収益率の高さへの期待に支えられてきた株式市場
の調整ですが、今後数年間はAIの新たな進歩が成長を押し上げる可能性も否定でき
ません。



労働市場の下振れリスクが高まり、基調的なインフレ圧力が管理可能と見られるこ
とから、2026年には更なる金融緩和策を実施することが妥当と考えられる。財政
政策は持続不可能な軌道に乗っており、巨額の構造的赤字と高水準かつ上昇傾向に
ある債務対GDP比を抱えている。今後数年にわたり、大幅な調整が必要となるだ
ろう。規制・制度改革は、住宅供給とインフラの拡充、そして労働力不足への対応
に重点を置くべきである。



アメリカ

雇用者数

失業率



世界半導体貿易統計（WSTS）は、2025年秋の予測を発表し、
2025年の成長見通しを引き上げ、2026年まで世界の半導体市場
が力強い勢いを維持することを確認しました
2025年：ロジックとメモリが牽引する力強い成長、その他のセ
グメントは緩やかな回復

世界半導体見通し　12/2発表





集積回路









米国市場　今後の重要イベント

イベント日程は間違っている場合もありますのでご注意ください

LIVEﾚｯｽﾝ
20：45-
21：30

200万

50万売却
残り150万

例

50万売却
残り100万


